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2経営理念

AIをはじめとする現在の先端テクノロジーが市場を変え社会を変え、
⽂化を変えるには想像⼒が⽋かせません。

想像⼒によって先端テクノロジーは私たちみなの物になるのです。

創業以来、トリプルアイズは
先端テクノロジーをいかに私たちみなの物にするか、

どうやったら社会に実装できるか。そのことをずっと追求してきました。

トリプルアイズは、テクノロジーを
社会に役⽴てるために想像⼒を研ぎ澄ましています。

成長可能性資料202311

会社概要

テクノロジーに想像⼒を載せる
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3私たちの基本プロフィール

成長可能性資料202311

会社概要

会社名 株式会社トリプルアイズ (英名：TRIPLEIZE CO.,LTD.)
設 ⽴ 2008年9⽉3⽇
所 在 地 東京都千代⽥区神⽥駿河台三丁⽬4番地 ⿓名館本店ビルディング12階
役職員数 単体：251名（2023年9⽉1⽇現在）/ 連結：283名（2023年9⽉1⽇現在）
資 本 ⾦ 1,390百万円（2023年8⽉31⽇時点。資本準備⾦を含む）
市場区分 東証グロース市場（証券コード:5026)
代 表 ⼭⽥ 雄⼀郎
事業内容 システムインテグレーションおよびAIプラットフォームの提供
関係会社 株式会社所司⼀⾨将棋センター、株式会社シンプルプラン、株式会社ゼロフィールド
特 許 情報処理装置、情報処理⽅法、及びプログラム（出願番号：特願2020-067799）

複数拠点における時間的整合性を根拠とする本⼈認証AIシステム
資 格 ISO 9001 JQA-QMA15648（品質）、ISO/IEC 27001 JQA-IM1456（情報セキュリティ）

ISO/IEC 27017 JQA-IC0003（クラウドサービスセキュリティ）
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4多彩な実績を誇るメンバーによる技術と経営の融合

成長可能性資料202311

会社概要

取締役 技術系執⾏役員

1982年⽣まれ。早稲⽥⼤学商学部卒業。在学時の公認会計⼠
試験合格を経て、2005年12⽉EY新⽇本有限責任監査法⼈⼊社
。2011年3⽉監査国際部より異動し、成⻑戦略室等にて官⺠連
携の経営改⾰に係るコンサルティングを9年間実施、多数のプ
ロジェクトマネージャーを歴任。2020年11⽉、株式会社トリ
プルアイズ取締役就任。2021年3⽉、同社代表取締役就任（現
任）

代表取締役 山田 雄一郎

1970年⽣まれ。⻘⼭学院⼤学⽂学部史学科卒業。幻冬舎メディ
アコンサルティング編集局⻑を経て眞⼈堂株式会社設⽴、代表
取締役就任。2010年、株式会社ソフィアホールディングス取締
役就任。2010年『IT批評』創刊。NTTデータ研究所の開発プロ
ジェクトレポート編纂に参加。IT関連ビジネス書籍を多数編
集。2019年12⽉、株式会社トリプルアイズ取締役就任(現任）

取締役 桐原 永叔

1981年⽣まれ。明治⼤学法学部卒業。
ベンチャー・リンクを経て、EY新⽇本有限責任監査法⼈のIPO専
⾨部隊に所属。2018年以降、上場準備会社におけるCFO、取締役
を歴任。2019年、株式会社すららネット取締役(監査等委員)就任
(現任)。2020年、株式会社ライナフ監査役就任(現任)。2021年9⽉、
株式会社トリプルアイズ取締役CFO就任(現任）

取締役 CFO 加藤 慶

画像認識プラットフォーム・AIZEのメインエンジニア。AIの研究開発から学習
アーキテクトの構築をメインに、多種多様の企業案件やAIを使⽤した⾳楽配信
レコメンドサービスの開発に従事。囲碁AIソフト開発マネージャや他社への講
演活動も積極的に⾏っている。

技術本部 執行役員 片渕 博哉

旧郵政省貯⾦局の資⾦運⽤システムの開発に10年以上にわたって従事するな
ど、 IT業界でシステムエンジニア⼀筋で活躍。個⼈事業主を経て、株式会社ト
リプルアイズ⼊社。2021年9⽉、執⾏役員就任。画像認識プラットフォーム・
AIZEの開発部⾨を総括する技術職のリーダー。

技術本部 執行役員 徳内 哲也

株式会社システムハウス．アイエヌジーなどでシステムエンジニアとして活
躍。2016年、株式会社トリプルアイズ⼊社。2020年11⽉より執⾏役員。⼤⼿
SIerによる⼤型開発案件に従事し、DXエンジニアのチームを牽引している。

技術本部 執行役員 畔柳 卓文

技術本部 執行役員 日野 隆教

⽇⽴機電⼯業株式会社（現 株式会社⽇⽴製作所）でソフトウェアの研究開発に
携わる。2001年、株式会社ジャストシステム⼊社。ソリューション開発部⻑、
企画担当部⻑を歴任。ナレッジ商品開発、新商品企画を推進。2020年よりイン
テグラート株式会社でシステム開発部⻑を歴任。2022年8⽉、株式会社トリプ
ルアイズ⼊社、執⾏役員就任。

技術本部 AIZE開発部所属。⼊社以前よりトリプルアイズと囲碁AIの共同開発に
取り組む。AIにおけるグローバルな先端研究分野の論⽂をサーベイし、AIエン
ジンの機能向上を担っている。近年では、マスク装着時の認証精度の向上、AI
顔認証が苦⼿とする若年層の認証精度の向上をリーディングする。画像認識、
顔認証にとどまらずAI研究の多くの領域に精通するエキスパートである。

松崎 憲介

•技術専⾨役員
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成長可能性資料202311

会社概要

FY13からFY21にかけてSI事業を主として10倍の成⻑をしてきました。 FY22にかけては、AIZE事業の拡⼤によりAIという成⻑性の⾼い分
野での売上規模割合が増加しました。FY23は検温機器ハードのスポット売上の反動減により前期⽐減収となっております。FY24において
株式会社ゼロフィールドを連結に取り込むことで成⻑領域の売上を積み上げ、成⻑し続ける会社としてさらに前進していきます。
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当社グループ売上総利益、営業利益推移会社概要

売上総利益及び営業利益は、同様の傾向であり、 FY24 (2024年8⽉期)において、既存事業についても前期⽐で増加（改善）する計画であ
り、さらに株式会社ゼロフィールドがグループインしたことにより増加しております。

売上総利益推移

営業利益推移

(単位：百万円)
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7事業系統図会社概要

SIer

ビジネス
パートナー

システム
開発会社

フリーランス

2~4次請
SIer

顧客企業
エンドユーザー

派遣契約

技術・⼈材提供

請負契約
⼈⽉単価

システム開発

開発費

AIZEサービス

販売パートナー
ディストリビューター

⼿数料
顧客紹介

販売代理店
エージェント

サービス利⽤契約/業務委託契約
AIZEプロダクト販売/AIZEのカスタム開発/AIエンジン開発・コンサルティング

開発費/初期費⽤/⽉額利⽤料

AIZEプロダクト販売活動の委託/OEM提供
販売委托契約

開発費/初期費⽤/⽉額利⽤料

AIZEプロダクト販売

⽉額利⽤料

派遣契約 準委任契約 業務委託契約
システム開発

派遣契約 準委任契約
技術・⼈材提供

⼈⽉単価

派遣契約 準委任契約
⼈材提供

⼈⽉単価

技術・⼈材提供

⼈⽉単価

当社グループ

システムエンジニアリングサービス

SI部⾨

開発費

株式会社
ゼロフィールド

GPU事業

部品メーカー

ビジネス
パートナー

パーツ供給

管理役務提供

マシン販売/保守管理提供

マシン代⾦/⽉額委託料

GPU/データセンターサービス

AIソリューション事業

派遣契約

技術・⼈材提供

請負契約
⼈⽉単価

機器供給

プラット
フォーム

提供
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8主要取引先企業

成長可能性資料202311

会社概要

2023年10月5日時点

総合商社 ⼩売・流通 電気機器 情報通信

AIZE販売パートナー
AIZE販売パートナー

AIZE販売パートナー

⾷品卸売

建設ICT 教育

建築

セキュリティ

エレクトロニクス商社

⾦融
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10事業成⻑の⾜枷となるIT⼈材不⾜の深刻化

経済産業省は2019年をピークにIT⼈材の供給はすでに減少に転じているとし、2030年には最⼤で79万⼈にものぼる⼈材不⾜が⽣じると予測し
ています。ITニーズは右肩あがりに⾼まる傾向をみせており市場規模の拡⼤も⾒込まれるなか、⼈材獲得は最⼤の課題となってきています。
危機感を募らせる企業間での⼈材獲得競争も激化しつつあります。

成長可能性資料202311

市場可能性

経済産業省「IT⼈材の最新動向と将来推計に関する調査結果」（みずほ情報総研委託）をもとに作成
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11AIシステム国内市場（⽀出⾦額）

国内AIシステム市場は、2021年に市場規模は前年⽐成⻑率26.3％で2771億9000万円に達する⾒込みです。2026年までのCAGR（年間平均成⻑
率）は24.0％を維持して、2026年には市場規模8120億9900万円に達すると予測されています。

成長可能性資料202311

市場可能性

出典：IDC Japan 株式会社「国内AIシステム市場⽀出額予測：2021年〜2026年」
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12⽣成AIで注⽬されるGPUサーバー

AIモデルの構築にはGPUサーバーの活⽤が不可⽋であり、⽣成AI時代においては、エンジニア⼈材と同等にGPUサーバーが重要性を増してお
ります。ChatGPTのような⽣成系AIを⾼速化するサーバー向けGPUをNVIDIAが発表したところ、同社の株は急騰し⼀夜で時価総額を27兆円
も増加しました。マイニング事業を主要事業として⾏っていたCoreWeave社は、クラウドGPUコンピューティングに事業シフトし、2023年に
マイクロソフトと複数期間にわたる数⼗億ドル規模の契約を締結しました。

成長可能性資料202311

市場可能性

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGN3103R0R30C23A5000000/ https://www.cnbc.com/2023/06/01/microsoft-inks-deal-with-coreweave-to-meet-
openai-cloud-demand.html
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13世界の⽣成AI市場は10年以内に1兆3,000億ドル規模に

成長可能性資料202311

市場可能性

IT⼈材の不⾜を憂う⼀⽅で、衝撃的な進化を遂げる⽣成AIを私たちの新しいパートナーとして活⽤しようという動きも活発になってい
ます。⽂章⽣成や画像⽣成だけでなく、⾳楽⽣成、動画⽣成までAIのサービスは登場しており、⽣成AI市場は順調に拡⼤することが⾒
込まれております。

※Bloombergインテリジェンスのレポート（2023年6⽉2⽇）をもとに作成
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15

ロボット

多様な領域に広がるテクノロジーの社会実装に実績

成長可能性資料202311

強みと特徴

トークン

スマートコントラクト

センサー

スマートフォン

タブレット

POS

⾃然⾔語

⽂書校閲

全⽂検索

⽂書分類

需要予測

売上予測

来店者数予測

商品需要

画像認識

顔認証

顔決済

Research

Biz

パスワードレス
類似画像検索

物体検知

⽂字認識 OCR

サポート

カスタマーサクセス

システム運⽤

サーバ保守

インフラソリューション

ネットワーク

サーバー仮想サーバー
ストレージ

クラウドインフラ

クラウドプラットフォーム基盤

コンサルティング

基幹システム開発

WEBサービス

フロント開発

アプリケーション開発

⽣成系
プロンプトエンジアリング

ファインチューニング

AI

ブロックチェーン

IoT

システムインテグレーション

GPUサーバ
GPGPU

マイニングマシン

データセンター
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16囲碁AI研究がもたらした成果、AIと⼈間の共存を学ぶ

⽇本をのぞく世界の先端IT企業のほとんどが囲碁AIの研究開発に挑んでいます。囲碁AI 開発プロジェクトへの参画は、私たちのディープラー
ニングの⼤きな成果であり、AIエンジンの優秀性の証明となります。囲碁AIを通じたAIの研究は2014年から約10年に亘ります。

成長可能性資料202311

強みと特徴

囲碁AI世界⼤会成績推移

*1：共同開発プロジェクト「GLOBIS-AQZ」
での成績
*2：2020〜2021年は新型コロナウィルス感染
拡⼤防⽌の観点から、⼤会参加を⾒送ってお
りました。
*3：当社エンジニアの個⼈参加による成績で
す。

開催時期 順位

2018年12月 7位

2019年4月 4位

2019年12月 2位

2022年3月 6位

2023年11月 1位

*2

*1

現在、将棋や囲碁のプロ棋⼠の多くがAIを使って戦術研究を⾏う
ようになっています。それは⼀⽅的にAIに頼るのではなく、AIが
持ち得ない感性や発想⼒をプロ棋⼠が発揮することによって、よ
り⾼度なレベルの将棋や囲碁が⽣もうとしているのです。
そこは⼈間とAIが協⼒して切り拓く地平の最先端です。第３次AI
ブームの先をいく、⼈とAIの共存であるCAI（Co-evolutional AI：
共進化AI）の時代がすでに始まっています。
トリプルアイズは囲碁AIの研究を通じてAIと⼈間の共存の⽅法を
探ってきました。誰もまだ⾒ぬ世界にすこしだけ早く⾜を踏み⼊
れています。

Human in the Loop

AI

AIと⼈との共進 CAIの先⾏例

10
360

囲碁の
局⾯変

化

囲碁の盤⾯は19×19の361マス。指し⼿の選択数は10の360乗
と天⽂学的に複雑。技術⼒の差が勝敗に現れます。

10
220

将棋
の局
面変
化

10
80

全宇
宙の
粒子
数

地球
の海
岸の
砂粒
数 10

23

10
8

日本
総人
口

*3
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17顧客事業のLTVを向上させる網羅的フロー

クライアントの課題をシステム化によって解決する流れを始めから終わりまでのトータルで提供できます。営業、マーケティングとエンジニ
アの密接な連携を通じて、顧客の事業価値の最⼤化に寄与して、LTV （Life Time Value：顧客⽣涯価値）の最⼤化を実現します。

成長可能性資料202311

強みと特徴

カスタマー
サクセス

既存システム
調査

カスタマー
サポート
テクニカル
サポート
運⽤保守

①⽀援型：従来の⼈の業務を⽀援する
省⼒化、⽣産性向上

②代⾏型：従来の⼈の業務を代⾏する
無⼈化、BCP、⼈⼿不⾜解消

③拡張型：⼈のスキルを拡張した業務を⾏う
データ解析、サービス開発

システム開発・
カスタマイズ

インフラ構築

コンサルティング

コンサルフィー 月額利用料初期費用

開発費 開発費

保守費/
月額利用料

•既存システム実査
•新システム設計
•PoC
•導⼊計画
•AIラボ

SE / プログラマー AIエンジニア

システム実装重視の営業 プロフェッショナル・エンジニア集団

AI教育

受講費

営業マーケ SE/プログラマー AIエンジニア ハードウェアエンジニア

AIZE/DXソリューション

GPU
データセンター
マシン販売費
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18AIエンジンからデバイスへの組み込みまでを担う社内開発体制強みと特徴

サービス提供

R＆D領域

利⽤回数
トランザクション数
⽉額固定 等
(MRR)

クラウドコンピューティング*2
(MRR、構築費)

拠点ID数*1
OEM
カスタマイズ
(MRR、開発費)

デバイス数
エッジ数
(機器物販)

AIモデル

サービス提供システム

AIaaS

プラットフォーム

システム
サーバー

システム
サーバー

AWS クラウド構築
(設計・構築・冗⻑化・セキュリティ設定等)

AI
API

AI
API

AI
API

AWS(Amazon)、GCP(Google)、
Azure(Microsoft)、Watson(IBM)など

各レイヤー単体や組み合わせでのサービス提供
各レイヤー単位のみならず
全レイヤーをカバーする

サービス提供

*1：拠点ID数とは契約企業数やユーザー数、OEM契約等を総合した課金単位です
*2：AIZEのサーバーはAWS上に構築しており、クラウドコンピューティングの設計、構築等自社で行っております。当社は設計構築を事業化しております

一 連

システム
サーバー

分 断

デバイス、エッジ端末
(オリジナルアプリインクルード)

AI API

当社他社例

AIエンジン

AIZE Biz
AIZE Breath

AIZE API AIZE SDK

成長可能性資料202311



Copyright © TRIPLEIZE Co., Ltd. All right Reserved

19システム構築による社会との深いつながり

収益を伸ばし経営を安定させながら、多様な現場での経験実績によって優秀エンジニアを輩出するトリプルアイズの根本です。

成長可能性資料202311

強みと特徴

システム開発

インフラ構築

システム
運⽤・保守

請負

オープン系・Web系

サーバー・ネットワークホスト・Cloud

社内SE・データセンター

インフラ・基幹システム・スマホアプリ・Web

公共 , 8%

業種別⽐率（件数） 領域⽐率（件数）

2023年8⽉期実績

業務系開発
33.5%

web開発
23.1%

インフラ
17.3%

ヘルプデスク
14.6%

保守
5.4%

その他
6.2%

情報通信
20.0%

公共サービス
17.3%

⾦融
12.3%

流通・⼩売
10.8%

保険
6.2%

エネルギー
5.8%

物流
4.6%

証券
4.2%

建設

機械・電気製品
3.8%

その他
10.8%
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20ハイブリッドクラウド・システムの提供

個⼈情報など機微なデータを扱う企業において、パブリッククラウドシステムの活⽤に慎重にならざる得ない業務は多くあります。そうした
業務はプライベートクラウド、オンプレミスでデータ運⽤されています。クラウドの利便性とオンプレミスの堅牢性を合わせもつハイブリッ
ドクラウドシステムの提供できます。医療機関などセキュアなシステムを求められる業界に対応します。

強みと特徴

顔認証AIで使⽤するデータをオンプレミスで処理する
にはGPUサーバが最適となる
AIZEはSDKで提供する

オンプレミス 【基幹系】 クラウド 【情報系】ハイブリッドクラウド

複数拠点での出退勤管理を⼀括管理するにはクラウド
が最適である
AIZEほか、SaaSの活⽤

機密情報を⾃社内で管理しながら、機動性ある情報処
理はクラウドが担う

成長可能性資料202311
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21⼈材不⾜時代のAI・先端技術エンジニア⼈材育成

採⽤市場からのエンジニア採⽤が困難となるなか、トリプルアイズは囲碁AI研究開発、将棋採⽤、ロボット⼤会優勝など企業としての個性がきわだつこ
とで優秀な⼈材の採⽤を実現しております。また、AT20というAI教育コンテンツや社内の定期的なエンジニア勉強会を通じて先端テクノロジー・エンジ
ニア育成に注⼒することで、エンジニアの育成を⾏っております。さらに、ゼロフィールドのGPUマシンやデータセンターに関するソフトとハードのエ
ンジニアとの間で知⾒が融合することによるシナジー創出を⾒込んでいます。

成長可能性資料202311

強みと特徴

GPUマシン開発、構築
GPUマシンチューニング
データーセンター運⽤

GPU
エンジニア

SI
エンジニア

エンジニアとしての実務経験
プロジェクトマネジメント
プロジェクトリーディング

先端テクノロジー実務
⾃社プロダクト
プロジェクト参画

AI
エンジニア

研修〜検定実施

独⾃開発AI教育コンテンツ

AI教育コンテンツによる
AIプロフェッショナル育成
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2017/8期 2018/8期 2019/8期 2020/8期 2021/8期 2022/8期 2023/8期

AI市場の拡がりに伴うエンジニア数の拡⼤強みと特徴

エンジニア成⻑第⼀主義のスローガンのもと、エンジニア⼈材不⾜時代の中、堅調にエンジニア⼈材が推移しております。またSI部⾨から
AIZE部⾨への⼈材のシフト・拡⼤が続いております。

17/8期より経て150名増加し2倍超に
2017/8期-2023/8期実績

見込

期末従業員数

従業員数242名内訳
DX(SI)エンジニア:152名
AIエンジニア:45名
営業・管理：45名

従業員数増分＋16名内訳
(242名-226名）
採⽤：46名
退職： 30名

ゼロフィールド⼦会社化
により2023年9⽉1⽇時点
従業員数26名増加

2022/8期の期末従業員数は、株式会社トリプルアイズ単体、⾮正規雇⽤2名含む

成長可能性資料202311
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23プロフェッショナル・エンジニア集団

成長可能性資料202311

強みと特徴

*1：⼀般社団法⼈⽇本ディープラーニング協会が主催する検定。
事業に活⽤できるAIの知識を検定試験する

DX⽀援を強⼒にサポートできるハイスキル⼈材の育
成に注⼒。プロジェクトマネジャー⼈材を採⽤・育
成し、より上流⼯程の受託案件を獲得。

DXエンジニア
内社員152名・協⼒会社122名

274名

3 つの⼈材バランス

プロマネ⼈材 上級中級SE 上級中級PG

協⼒会社取引実績

約600 社

SI

（2023.8現在）

中級上級エンジニア

127 名
アジャイル開発 スピード対応

創業以来

最先端AIの研究開発を⾏う⼈材が多く在籍。
第15回UEC杯コンピュータ囲碁⼤会（2023年11⽉）
で1位となった囲碁AIの研究開発のネットワークを活
⽤し、優秀な⼈材を採⽤。

AIプロフェッショナル

AIZE

AIプロフェッショナル データサイエンティスト

総勢20 名超
先端技術開発 プロジェクト推進

世界⼤会

第1 位

囲碁AI研究開発のネットワーク ⾼度AI⼈材採⽤

G検定 合格者 *1

総勢20 名超

ディープラーニングへの組織的理解

45名

各種⾼性能パソコンの設置からメンテナンス、運⽤に
⾄るまでトータルでサポートできるハードウェアエン
ジニアとソフトウェアエンジニアが揃っています。

GPUエンジニア

GPU 12名

販売累計台数 3165台 全国シェア44％

全国１位

購⼊顧客数 449⼈ 全国シェア63％

全国１位

稼働顧客数 378⼈ 全国シェア65％

全国１位

⾃社データセンター

* 東京商⼯リサーチ調べ
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25AI ×コンピューティングパワーの⼆⼑流成⻑戦略

Technical Capabilities

Implementation Capacity

AI AI開発・実装

技術⼒ 社会実装⼒
AI Development Capability

GPUサーバ
Machine-Computing Power

当社はAIの社会実装を⽬指しております。株式会社ゼロフィールドの連結⼦会社化により広範なGPUサーバ活⽤に⾃由度がまし、よりAIテクノ
ロジーの社会実装を推進できる体制となっております。既存のGPUの開発・販売にとどまらず、汎⽤性の⾼いGPUの提供によるAI実装を実現し
ていきます。⽣成AI時代において、AI開発⼒とコンピューティングパワーを併せもった唯⼀無⼆のAIベンチャーとして事業を推進します。

成長可能性資料202311
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26⽣成AI時代のエンジニアリングを担う

⽣成AIを私たちの新しいパートナーとして活⽤しようという動きが活発になっています。⽣成AIから、より⽤途に適ったアウトプットを得る
ためにプロンプトエンジニアリングが注⽬されています。また、AIを個別の業務にフィットさせるファインチューニングも重要になっていま
す。この両者はAIとエンジニアの協働を⽬指す流れです。

成⻑戦略

Prompt Engineering

Transfer Learning

Generative AI
Base model

Generative AI
Fine Tuned

model

User Data

OUTPUT

Task Description

Current Input

Output Indicator OUTPUT

Human

GPU Server

AI

GPU Server
Human

成長可能性資料202311
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27当社グループの事業分野及び事業戦略

当社グループの事業分野及び各事業分野における注⼒内容は以下の通りです。それぞれSI、AIZE、GPUが事業の柱となっております。

GPUサーバー
データセンター提供

システム開発

AI

・顧客満⾜度向上、層の厚い若⼿エンジニアの底上げ
・チーム体制化を通じて、商流改善、プライムでのSES、受託開発案件獲得を推進
・当社独⾃AIエンジニア研修を通じて成⻑した経験豊富なエンジニアなどがAI開発事業へ柔軟
なキャリアチェンジ
・⽣成AIを活⽤した新たなエンジニアリングの形の模索

・改正道路交通法の施⾏に伴い需要の⾼まるアルコールチェッカー販売をドアノックツールと
したAI顔認証クラウドサービスの顧客拡⼤
・⽣成AIの活⽤を含むAIに関するニーズの引き合いを主として、⼀気通貫のオーダーメイドAI開
発、ラボ型サービスの提供及び関連するDXプロジェクトのコンサルティング、開発
・業務提携などを通じた他上場企業等と当社との共同プロダクト開発、新規顧客領域の開発及
び新サービス販売

・⾼度な画像処理や⽣成AIを含むAIに求められる計算⼒不⾜に対応するAI開発⽤GPUサーバー
の開発、販売。それに関連するサービスの開発
・モジュール型データセンターであるDINOの⼤規模案件への注⼒
・デジタル通貨、暗号資産、ブロックチェーンの動向、電⼒料⾦、投資環境及び税制の動向に
応じたマイニング⽤途の顧客ニーズに対するきめ細やかな商品設計と、安⼼安全のサポート

事業分野 24年8⽉期注⼒内容

SI

AIZE

GPU

成⻑戦略

成長可能性資料202311
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28当社グループの提供サービス

当社グループの主要な提供サービス、商品は以下の通りです。

GPUサーバー
データセンター

提供

システム開発

AI

事業分野 主⼒サービス、商品

システム開発
2008年の創業以来、多岐にわたる業界においてシステム開発を担ってき
ました。優秀なエンジニアを豊富に抱え、システム開発の未来を創造で
きる⼈材を輩出しています。
これから⽣成AIの活⽤が進んでいく分野となります。

概要

AI開発
AI画像認識プロダクト

囲碁AIの研究開発を⽪切りに、独⾃開発した画像認識AIエンジンのサービス提
供を展開。⽣成AIに関連する開発も⼿掛けています。グループにおける先端テ
クノロジー部⾨の中枢となります。

AI⽤GPUサーバー
GPUマシンをAI⽤途のサーバーとして活⽤するニーズが増加するなか、もっと
も注⽬されています。GPGPUが持つ⾼速な並列処理能⼒の特徴はAIにおける
「計算」分野で有効なものです。今後、画像処理や⽣成AI分野の発展にともな
いコンピューティングが求められる事業との連携が深まっています。

データセンター
(DINO)

福井県敦賀市の現地企業と連携し、2022年9⽉にデータセンターを開設。同デ
ータセンターの特徴は、福井⼤学と共同開発したラックごとに温度差が⽣じな
い外気を利⽤した、エアコンに頼らない画期的な空調システムを実現し、省エ
ネにより電気コストを⼤幅削減します。

GPUマシン開発
・販売

全国No.1シェアの販売数。約3,000台の導⼊実績があります。2017年から事業
開始し、堅調に好調な業績を維持しています。特許や研究開発などによる差別
化で他社の追随を許さない取り組みも実施しています。また、2020年から⽶ワ
シントン州で2拠点約600台GPUマシンの運⽤を開始しています。

成
⻑
領
域

基
盤
領
域

基
盤
領
域

成⻑戦略

成長可能性資料202311
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29

SES

請負

デバイス

サービスMRR
(リカーリング収益)

その他

マシン販売

保守管理

当社グループの主要事業売上構造

売上分類 概要

当社エンジニア及び協⼒会社様のエンジニアの派遣
による売上。⼀部分を継続的契約に関する取引⾼と
して集計しております。
AIZE関連のシステム開発受託に関する売上。⼀部分
を継続的契約に関する取引⾼として集計しておりま
す。

AIZE Biz、AIZE Breathを代表としたAIZE関連のサー
ビス提供による⽉額利⽤料の売上。その全額を継続
的契約に関する取引⾼として集計しております。

AIZE関連のサービス提供に伴って⽣じるデバイス販
売による売上。タブレット、カメラ、エッジPC等。

弊社独⾃開発のAIエンジニア育成コンテンツである
AT20などによる売上。

独⾃開発したソフトウエアを搭載GPUマシン、モジ
ュール型のデータセンターであるDINOの販売による
フロー売上。

上述のGPUマシン、モジュール型のデータセンター
であるDINOの販売に伴って⽣じるマシン保守管理、
データセンターの保守管理によるストック売上。

GPUサーバー
データセンター

提供

システム開発

AI

事業分野 主⼒サービス、商品

システム開発

AI開発
AI画像認識プロダク

ト

AI⽤GPU
サーバー

データセンター
(DINO)

GPUマシン
開発・販売

成⻑戦略

成長可能性資料202311
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30今後の成⻑イメージ

技術的な進歩のみならず、⼈と社会への想像⼒を活かしてイノベーションを追求していきます。ゼロフィールドもグループインし総勢280名の
エンジニア集団となりました。「AI×コンピューティングパワー」に挑戦している会社が稀有な中で、我々が破壊的なイノベーションを主導
することで、次の市場のメインプレイヤになります。産業として市場を拡⼤させテクノロジーによる新しい⽂化を醸成していきます。

成⻑戦略

企業戦略

企業戦略

事業戦略

機能戦略

経営戦略

事業戦略

機能戦略

経営戦略

ビジョンの浸透、経営資源の配分、グルー
プシナジーの醸成

AIを柱とした成⻑領域の開拓、先端テクノロ
ジーの社会実装促進、計算リソースの向上

エンジニアを核としたグループ全体の機能
最適化、⽣産性向上、⼈材育成

他社との協業、新規M&Aによる成⻑加速、
IT産業の底上げ

持続的イノベーション

破壊的イノベーション

現在地成長可能性資料202311
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31当社のM&A及び業務提携戦略について
当社AIソリューション事業の拡⼤及び推進、周辺事業領域の拡⼤、当社グループへの利益寄与を⽬的に、当社の既存事業との⾼い親和性と成
⻑が⾒込める企業とのM&A及び業務提携を積極的に進めてまいります。また、M&Aを実⾏するための資⾦⼿当てについては、キャッシュフロ
ーのバランスを考慮した上で、⾦融機関からの借⼊によるファイナンスを基本とし、⾼いROEの実現を⽬指してまいります。なお、本資料提
出⽇現在で、M&A及び業務提携に関して未発表の具体的に決定した事案はございません。

成長可能性資料202311

成⻑戦略

当社グループへの
利益寄与

AIソリューション
事業の拡⼤、推進

周辺事業領域
への進出

・当社AIソリューション事業の拡⼤に寄与する親和性の⾼いM&A、当社エンジニアリソース拡
⼤に寄与するM&Aの推進

・当社AIソリューション事業におけるサービスの拡充に寄与する業務提携の推進

・当社AIソリューション事業との事業シナジーの⾒込める周辺事業領域のM&Aの推進
・マイノリティ投資についても当社との事業シナジー、取引発⽣可能性が⾼く⾒込める場合に
積極的に検討

・上記事業シナジーを考慮した上で、当社グループの利益に寄与する、のれん負けしないM&A
案件（マジョリティ投資）について積極的に検討

・EBITDA倍率のターゲットは4倍〜5倍前後

連結売上⾼ 連結EBITDA

2,346
+1,447
4,045

-249

+131

FY23実績 FY24予想

48ゼロフィールド取得による増加

ゼロフィールド取得による増加

FY23実績 FY24予想

■2023年９⽉１⽇取得済株式会社ゼロフィールド
連結業績への寄与度

・連結売上⾼＋14.4億円
・連結EBITDA+1.3億円
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32

成長可能性資料202311

成⻑戦略

携帯型アルコールチェッカー「MT-AL01BT」を提供するミタチ産業株式会社と業務提携したのにつづき、アルコール検知器「ソシアック・ネ
オ」「ネオ・ブルー」を提供する中央⾃動⾞⼯業株式会社ともサービス連携を開始しました。また、コールセンター代⾏サービスを提供する
株式会社バディネットとも連携し、早朝や深夜時間帯でもリアルタイムでの酒気帯び有無の確認の義務に対応いたしました。

AIZE Breathの販売拡⼤を担う他社との連携

Ç√ Ç√

Ç√
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33未来の社会実装を⾒据えた取り組み

画像認識AIの研究分野は、画像認識AIの機能を向上させるモーションマグニフィケーション、⼈に寄り添う先端テクノロジーを⽬指す説明可
能なAI、次代の産業の覇権を占う量⼦コンピュータについていち早く研究を開始しております。

成長可能性資料202311

成⻑戦略

モーションマグニフィケーショ
ンは⼈の眼では⾒えない微細な
変化を捉えるカメラで、⾦融・
医療・安全管理・建築現場など
あらゆる領域での活⽤が考えら
れています。たとえばAIZE Pay
など誤認識が許されないサービ
スでの⽣体認証の機能を⾼めま
す。

モーションマグニフィケーション

出典 https://www.youtube.com/watch?v=W7ZQ-FG7Nvw

説明可能なAI

量子コンピュータ

ディープラーニングの発達によっ
て、⼈間が想定できないようなアウ
トプットをするAIへの不安が⽣じて
います。AIという知能がどのように
考え、どのようなアウトプットする
のかが理解でき信頼できるようなツ
ール開発の開始を予定しておりま
す。

粒⼦と波が相補的に存在する量⼦⼒学
の現象を計算処理技術に応⽤すること
で、従来型コンピュータに対し圧倒的
なパフォーマンスを実現します。新し
い資本主義実現のうえでも注⽬される
技術。膨⼤なデータを処理するAIの次
なるイノベーションに必須となりま
す。

プログラム自動生成AI

⽣成AIはプログラム⽣成の分野でも可能性が
注⽬されています。⽣成AI によるプログラム
⽣成には、さまざまなメリットが考えられま
すが、同時に実⽤に向けていくつか課題があ
ります。しかし、これらの技術は⻑⾜で進化
しており、現在、SESなどで提供されるプロ
グラムの多くが、プログラム⽣成AIに代替さ
れる未来は遠くないかもしれません。

UnsplashのFlorian Olivoが撮影した写真
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34安⼼安全なパスワードレス社会

現在の若者が30年前に皆がアドレス帳を持ち歩いていたり電話番号を覚えていたことを驚くように、10年後の若者は私たちが様々なサービス
の暗証番号やパスワードを記憶していることに驚くのです。

成長可能性資料202311

成⻑戦略

AIZEの顔認証で、IDもアカウントもパスワードも不要な世界がやってくる

ユーザ名

パスワード

yamada

・・・・・・・・・・

顔認証が個⼈の信⽤を拡⼤し

信⽤の拡⼤が経済活動を変容する

Before

*⼈⼝の40％以上がパスワード６個以上所持（株式会社ディー・ディー・エス）

After



Copyright © TRIPLEIZE Co., Ltd. All right Reserved

35先端技術で、⽇本の産業を牽引する

成長可能性資料202311

成⻑戦略

AI

Blockchain

現事業領域

生成AI

Edge 
Computing

Phase 2：2030～
AI化×データの二次的応用が進む

Phase 1：現在2020～
AI化×データの進展

Phase 3：2040～
インテリジェンスネット化

VR NFT

顔改札

パスワードレス

流動性・
信用性

シェアリング・
データ

身体化・認証

無人店舗

ロボティクス

メタバース

限界費用ゼロ

スマホ不要社会

量子コンピュータ
説明可能AI

IoT

GPGPU

ノーコード
ローコード
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372023年8⽉期業績ハイライト経営指標

(単位：百万円)
2022年8⽉期
通期

2023年8⽉期
通期 前年同期⽐ 業績予想

(2023年7⽉公表)
業績予想
進捗率

売上⾼ 2,424 2,346 96.8％ 2,322 101.0%

EBITDA 166 △249 ー ー ー

営業利益・損失(△) 133 △269 ー △274 ー

経常利益・損失(△) 115 △290 ー △294 ー

親会社株主に帰属する
当期純利益・純損失(△) 112 △825 ー △668 ー

前年同期⽐で減収減益となっております。業績予想に対しては、おおよそ想定通りに推移いたしましたが、親会社株主に帰属する当期
純損失において乖離が発⽣しております。こちらは、投資有価証券評価損によるものです。

成長可能性資料202311
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382023年8⽉期業績セグメント別ハイライト経営指標

(単位：百万円)
2022年8⽉期
通期

2023年8⽉期
通期 前年同期⽐ 業績予想 業績予想

進捗率

AIソリュー
ション事業

SI部⾨
売上⾼ 1,769 1,720 97.2% 1,717 100.2%

売上総利益 388 380 97.9% 382 99.5%

AIZE部⾨
売上⾼ 612 581 94.9% 556 104.5%

売上総利益 281 173 61.6% 182 94.8%

セグメント利益・損失(△) 121 △226 ー ー ー

研修事業
*重要性の観点より
2024年８⽉期より
セグメント開⽰の
別掲はされない予定

売上⾼ 32 35 110.7% ー ー

セグメント利益・損失(△) 11 14 118.8% ー ー

その他・セグメント利益
調整額

売上⾼ 9 8 87.6% ー ー

セグメント利益・損失(△) △0 △57 ー ー ー

検温器等のスポット売上の減少により前年同期⽐で減収減益となっております。業績予想に対しては、おおよそ想定通りに推移いたし
ましたが、AIZE部⾨の粗利率については、業績予想進捗率が94.8%と下回っており、検温器等の在庫の評価減を⾏っていることが要因
となります。

成長可能性資料202311
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392024年8⽉期業績予想業績サマリ

成長可能性資料202311

経営指標

(単位：百万円)

2022年8月期
通期
実績

2023年8月期
通期
実績

(A)

2024年8月期
通期

業績予想

(B)

増減額
(B-A)

前年比
(B/A)

売上高 2,424 2,346 4,045 ＋1,698 172.4%

売上総利益 693 578 1,254 ＋675 216.9%

EBITDA 166 △249 48 ＋298 ー

営業利益・損失(△) 133 △269 △96 ＋173 ー

経常利益・損失(△) 115 △290 △86 ＋203 ー

親会社株主に帰属する
当期純利益・純損失(△) 112 △825 △87 ＋737 ー

売上⾼は40億円で1.7倍、売上総利益は12.5億円で2倍超を⾒込んでいます。EBITDAは48百万円で2.9億円の改善、営業利益は96百万円
の⾚字で1.7億円の改善となっています。

※EBITDA＝営業利益＋償却費
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40売上⾼・売上総利益 推移内訳

成長可能性資料202311

経営指標

(単位：百万円)
2019年8月期 2020年8⽉期 2021年8⽉期 2022年8⽉期 2023年8⽉期 2024年8月期

売上高 1,479 1,791 2,122 2,424 2,346 4,045

SI 1,479 1,688 1,787 1,769 1,720 1,872

AIZE ー 72 292 612 581 684

その他 ー 31 42 42 44 41

GPU ー ー ー ー ー 1,447

売上総利益 260 333 541 693 578 1,254

SI 260 289 410 388 380 399

AIZE ー 27 105 281 173 211

その他 ー 17 24 22 24 22

GPU ー ー ー ー ー 620
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412024年8⽉期業績予想 当社グループ売上、利益構造

成長可能性資料202311

経営指標

＋1,447 -3,860

-96

＋251

FY23
売上

ゼロフィールド
連結に伴う

売上増

連結グループ
営業費⽤(のれん償
却、研究開発費、
先⾏投資分除く)

差引営業利益
研究開発及び
先⾏投資(マー
ケティング、
採⽤費)

ゼロフィール
ド連結に伴う
のれん償却費
増額

FY24
営業損失

FY24
既存事業

売上増加分

※M&Aのれん償却増額は未監査であり、確定前の当社算出の概算値となります。

2,346

185 -120

-161

24/8通期業績予想売上4,045百万円のうち、251百万円は既存事業の売上増加分であり、1,447百万円はゼロフィールドの連結⼦会社化
に伴うものであります。 24/8通期業績予想営業損失は96百万円ですが、研究開発費、先⾏投資、ゼロフィールド連結⼦会社化に伴うの
れん償却費増額を除いた差引営業利益は185百万円であります。
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422024年8⽉期業績予想(KPI)

SI部⾨においては、多数の新卒⼊社者の現場配属を踏まえ、エンジニア単価は微減を想定しております。
AIZE部⾨においては、新型コロナウイルス対策として⼀時的なニーズがあった検温器と顔認証を組み合わせた⾼単価のサービスから、社
会インフラとして⻑期・継続的な利⽤が⾒込まれるアルコール検知器または勤怠管理システムと、顔認証を組み合わせたサービスへ、主
⼒サービスが移り変わっているところです。そのため、拠点ID数が⼤きく伸⻑するもののリカーリング収益については横ばいになると⾒
込んでおりますが、収益については2025年８⽉期以降は拡⼤局⾯に転じる想定でおります。
GPU事業においては、⻑期的な収益獲得が⾒込める保守売上のベースとなる、マシン販売台数としております。

成長可能性資料202311

経営指標

2023年８⽉期
実績

2024年８⽉期
通期計画 増減差

AIソリューション事業
SI部⾨

エンジニア単価(千円)
エンジニア⼈数(⼈⽉)

609
2,820

605
3,095

△4
+275

AIZE部⾨

拠点ID数(件)
リカーリング収益(千円)

3,251
104,052

18,706
104,177

+15,125
+125

GPU事業

マシン販売台数(台) 451 767 +316

※GPU事業 マシン販売台数の2023年８⽉期実績は、2022年３⽉から2023年２⽉の期間における販売台数となりま
す。
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43調達資⾦の使途

上場時の株式新規発⾏による調達資⾦の使途については以下の通りです。

成長可能性資料202311

経営指標

使途
予定⾦額 2022年8⽉期計画 2023年8⽉期計画 2024年8⽉期計画 2025年8⽉期計画

実 績⾦額 2022年8⽉期実績 2023年8⽉期実績

技術への投資
・AIZE追加技術開発
・AIZE新プロダクト開発
・AIZEセキュリティ強化

245,731 30,986 205,762 8,982

30,986 30,986 205,762

⼈材への投資
・（新卒・中途）採⽤
・先端テクノロジー教育
・営業組織強化

244,768 6,984 124,788 46,680 64,317

6,984 6,984 124,788

合 計
490,500 37,970 330,551 57,662 64,317

37,970 37,970 330,551

（単位：千円）
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44調達資⾦の使途

2023年９⽉に実施した第三者割当増資に伴う調達資⾦の使途は以下のとおりです。

成長可能性資料202311

経営指標

使途 予定⾦額 2024年8⽉期計画 2025年8⽉期計画 2026年8⽉期計画

技術への投資

・顔認証AIエンジンの精度向上
・AIZE Biz他社勤怠システム
連携機能開発

・感情推定AIエンジンの技術企画
・⽣成AI業務実装サービスの研究開発
・連結⼦会社ゼロフィールドにおける

GPUサーバー新商品開発

298,949 71,017 132,536 95,395

（単位：千円）
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46事業内容に関する主なリスクについて

成長可能性資料202311

リスク情報及び補⾜情報

項⽬ リスク 対策 発⽣
可能性 影響度

事業環境の変化
AIソリューション事業の領域には国内外多くのIT企業が参⼊
しており、市場は形成期にあります。⽣成AIによる⼤きな変
化が⽣じる中で、事業環境がさらに⼤きく変化する可能性が
あります。

最新の技術動向や市場環境の変化を把握できる体制を構築、AI
に関する論⽂のサーベイ、マーケティング調査の実施のみなら
ず、業界のオピニオンのキャッチアップを仕組み化しておりま
す。

中 中

画像データの
利活⽤に関する
法令などの規制

単に個⼈情報保護法等の法令を遵守するのみならず、プライ
バシー保護の観点より考慮する必要があります。関連する法
令等が改正され、あるいは社会的な要請が⼤きく変化した場
合には、事業に影響を及ぼす可能性があります。

総務省・経済産業省より公表された「カメラ画像利活⽤ガイド
ブックver.3.0」（2022年３⽉）を参照し、法令及び社会規範
上認められると判断した範囲内において、画像情報の利活⽤を
⾏っておりますが、今後も関連法案の修正に備えセキュリティ
技術の向上に努めております。

中 ⼤

個⼈情報の保護

「個⼈情報の保護に関する法律」が定める個⼈情報取扱事業
者として義務を課されており、プライバシー保護の観点から
広範な配慮が求められています。情報の漏洩、不適切な利⽤
等について配慮が不⾜した場合には、レピュテーションリス
ク等によって事業に影響を及ぼす可能性があります。

情報の漏洩防⽌はもちろん、不適切な利⽤等の防⽌のため、情
報管理を経営上の重要事項と考え、社内においてもこれらの情
報へのアクセスを制限するとともに、「情報セキュリティ管理
規程」「個⼈情報取扱規程」等を制定し、全従業員に対する社
内教育を実施するなど、法令及び関連するガイドラインの遵守
体制を整えております。

中 ⼤

暗号資産の
市場価格の変動

株式会社ゼロフィールドは、暗号資産のマイニングマシンの
販売を主な事業としております。暗号資産の市場価格はボラ
ティリティがあるため、当該価格が低迷する場合、マイニン
グ報酬が減少するため、同社の顧客層のマイニングに対する
インセンティブが損なわれ、販売活動に影響を及ぼす可能性
があります。

これまでの販売実績をベースに、市場動向に合わせた販売施策
を実施しております。加えて、暗号資産の市場価格の変動に左
右されない、⾼性能GPUサーバーの販売やデータセンター運
営等の事業の拡⼤に注⼒しております。

中 ⼤

税制改正
株式会社ゼロフィールドのマイニングマシンは、顧客の資産
取得時における償却のニーズに対応して販売しております。
税制の改正により、同社のマイニングマシンの償却に関する
ニーズが低減し、販売活動に影響を及ぼす可能性があります。

税制改正の影響を受けない、ASIC等の取り扱い製品を増やす
ことで新しいニーズを創出しております。加えて、税制変更に
伴うニーズの低減に左右されない、⾼性能GPUの販売やデー
タセンターの運営等の事業の拡⼤に注⼒しております。

中 ⼤

その他のリスクにつきましては、2023年８⽉期の有価証券報告書に記載の「事業等のリスク」をご参照ください。
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47本資料に使⽤される⽤語について

成長可能性資料202311

リスク情報及び補⾜情報

AI AI(Artificial Intelligence：⼈⼯知能）とは、⼈間の知的ふるまいの⼀部を、ソフトウェアを⽤いて⼈⼯的に再現したもの。
経験から学び、新たな⼊⼒に順応することで、⼈間が⾏うように柔軟にタスクを実⾏する。

特徴量 特徴量とは、コンピュータが学習するデータにどのような特徴が含まれているのか数値化したもの。

エンジン エンジンとは、特定の情報処理を実⾏するためのひとまとまりになったソフトウェアやシステムなどのこと。

システム
インテグレーション

システムインテグレーション（System Integration：SI）とは、企業の情報システムの導⼊に際し、ユーザーの⽬的に応じた企画の提案からハー
ドウェア、ソフトウェアの選定、システムの開発や構築、運⽤までのトータルなサービスを提供することを指す。

DX
DX（Digital Transformation：デジタルトランスフォーメーション ）とは、「ITの浸透が、⼈々の⽣活をあらゆる⾯でより良い⽅向に変化させ
る」という概念であり、企業においては、概ね「AI、IOT、クラウドコンピューティングなどのテクノロジーを利⽤して、ビジネスモデルや製
品・サービス及び業務・プロセス・組織⾵⼟を変⾰させ、競争優位性を⾼めること」という意味合いで⽤いられる。

Sier SIerとは、クライアントの業務を把握・分析し、その課題を解決するようなシステムの企画、構築、保守・運⽤までの全⼯程を⼀貫して請け負う
業者を指す。

ブロックチェーン ブロックチェーンとは、データが地理的に離れたサーバーに分散保持され、⼀定の形式や内容のデータの塊（ブロック）を改竄困難な形で時系列
に連結していく技術。

IoT IoT（Internet of Things：モノのインターネット）とは、あらゆる「モノ」がインターネットに接続される仕組みのこと。
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Photo by Rika Takei

VISION
トリプルアイズの経営理念

成長可能性資料202311
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50

技術力

技術力

技術力

PoC（概念実証）の壁を乗り越えるのは実装⼒

成長可能性資料202311

Appendix

論文のサーベイ

基礎モデル検証

PoCの壁 ・経営
・現場

・技術
・文化

問題

「実践学習」のデータアプローチの強さ

手法はディープラーニングに固定せず、AIタスクによっては統計・機械
学習アプローチも行います。データアプローチでは囲碁AIでも非常に重
要で、トリプルアイズはここに知見があります。囲碁AIのデータは棋譜
から特徴量を抽出する（画像解析）ため、そこに工夫が必要となり、強

い囲碁AIに必要な技術なのです。

AIを「システム実装」できる珍しさ

トリプルアイズのサービス「AIZE」は、全て自社で開発していながら、
顧客ニーズから市場性を分析して、社会に本当に求められるテクノロジ

ーの提供を行う、マーケットインの開発を行なっています。

この実装力（カスタイマイズ力）は、毎期の安定成長の実績に裏付けら

れております。

技術⼒

社会実装⼒

Ａ
Ｉ
実
装
の
プ
ロ
セ
ス

技術力

技術力システム実装

実践学習

学習済みモデル検証

プロトタイプモデル完成

モデル実開発

PoC実施

環境検証
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51国内家電量販店初のコンシューマー向け顔認証決済サービス
2022年6⽉ 「ヤマダPay顔認証決済」のサービス拡⼤

家電量販店No.1のヤマダデンキの700を超える店舗の顔認証決済サービス「ヤマダPay」にAIZEを導⼊。お客様が事前に⾃⾝のスマホを利⽤
し、顔画像を登録することで、来店時の商品購⼊の際にスマホもクレジットカードも持たずにお買物ができる決済サービス。ヤマダ
NEOBANK⼝座での顔認証決済サービスの提供が2022年6⽉20⽇よりスタート。

成長可能性資料202311

④決済③顔撮影、PIN⼊⼒②⼊店〜購⼊①事前登録

顔画像とPINコード

タブレット POS端末 カード会社全国700店舗

画像認識プラットフォーム

本人認証 YES / NO顔認証

AI

Appendix
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52勤怠管理システムへの付加価値提供
⼤⼿スーパーマーケット様

地域密着型の⼤⼿スーパーマーケットチェーンでは、検温機型顔認証勤怠サービス「AIZE Biz+」を250拠点に導⼊し、従業員向けコロナ対策
として利⽤されています。流通業、飲⾷業、⼯場などで、顔画像と検温機記録を紐づけることで、本部による⼀括管理が可能になりました。
0.5秒以下で顔画像を認識できるAIデバイスで、従業員や取引先、お客様⼊退室時に⾃動で時間と体温を記録できます。⼿作業が圧倒的に減り、
コストダウンが約束されます。

成長可能性資料202311

出勤時
• 出勤
• 打刻
• 検温

退勤時
• 退勤
• 打刻
• 検温

勤怠管理

27日(金) 6:55 (36.4℃) 15:05 (37.2℃)

打刻データ&検温データ 勤怠管理システム

拠点管理者 本部管理者

確認のみ!!異常体温検知
アラート

Appendix
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53勤怠管理システムと連携開始
クラウド型勤怠管理システム「AKASHI」、外⾷産業向け業務⽀援システム「ASPIT」

顔認証AI・AIZEは、ソニービズネットワーク株式会社「AKASHI」、株式会社アスピット「ASPIT」と相次いで連携が開始されました。既存の
勤怠管理システムに顔認証AI・AIZEを搭載することで、既存システムの付加価値を向上しながら、AIZEのユーザー拡⼤を図ることができます。
導⼊企業にとってはAI化のスモールスタートとしても最適です。

成長可能性資料202311

「AKASHI」の管理画⾯ 「ASPIT」の管理画⾯

クラウド型勤怠管理システム「AKASHI」とは

ソニービズネットワークスが提供する「AKASHI」は、直感的に操作で
きるデザインを採⽤し、出勤簿確認や実績修正、各種承認などが簡単に
⾏えるクラウド型勤怠管理サービス。36協定設定、年休管理簿や労働
時間の把握など、あらゆる法改正や複雑な就業ルールにフレキシブルに
対応します。

外⾷産業向け業務⽀援システム「ASPIT」とは

「ASPIT」は、外⾷ビジネスにおける「経営の⾒える化」を実現するこ
とができるシステムです。具体的な業務⽀援サービスとして、発注・買
掛管理、売上管理、勤怠管理、シフト管理、在庫・棚卸管理、損益管
理、⼩⼝現⾦管理、FC管理、調理⼯程表などを7000店舗以上に提供し
ています。

Ç√

Appendix



Copyright © TRIPLEIZE Co., Ltd. All right Reserved

54TeamSpiritと連携開始
顔認証による打刻で、よりセキュアでフレキシブルな勤怠管理が実現

顔認証AI・AIZEは、株式会社チームスピリットが提供する働き⽅改⾰プラットフォーム「TeamSpirit」とのAPIによるサービス連携を開始さ
れました。今回のAPI連携によって、「AIZE Biz」で顔認証を⾏った⽇時情報をリアルタイムで「TeamSpirit」の出退勤情報として⾃動登録す
ることが可能になります。顔認証での勤怠打刻なので、ICカードやビーコン不要で紛失や破損等の⼼配もありません。また、本⼈以外のなり
すまし打刻防⽌も可能です（認証率は正⾯画像で99%）。

成長可能性資料202311

■働き⽅改⾰プラットフォーム「TeamSpirit」とは
働き⽅改⾰プラットフォーム「TeamSpirit」は勤怠管理、⼯数管理、経費精算、電⼦稟議、社内SNS、カレンダーなど、社員が毎⽇使う社内
業務を⼀元化した契約社数1600社以上、契約ライセンス39万以上（2022年11⽉末時点）のクラウドサービスです。複数の機能が連携して動
くことで出社から退社までの働く⼈に関する活動情報が⾃然に集まる仕組みとなっており、収集したデータの分析により働き⽅の可視化をす
ることで、社員が取り組むべき重要な活動を洗い出し、⽣産性の向上につながる効果的なタイムマネジメントが可能になります。モバイルに
も対応し場所を問わずどこでも利⽤することができますので、近年増加しているテレワークなど多様な働き⽅にも最適なサービスです。

サービス紹介ページ:https://www.teamspirit.com/ja-jp/

Appendix
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55「顔」でドアロック解錠が可能に
エーティーワークスと顔認証ロックシステムを提供開始

株式会社エーティーワークスと、顔認証でドアロック解錠を可能にするサービス「AIZE Door」のサービス提供を開始しました。顔認証AIにエ
ーティーワークス社のクラウド型⼊退室管理システム「iDoors（アイドアーズ）」を組み合わせることで、顔認証によるドアロック解錠が可
能になります。

成長可能性資料202311

タブレットで顔認証をすると顔情報がトリプルアイズの「AIZE」クラウドに送られ、本⼈認証されます。タブレットからエーティーワークス社の「iDoorsエッジ」を
経由し、ドアが解錠され、その情報がエーティーワークス社の「iDoorsクラウド」に送られます。トリプルアイズのAIZEクラウドとエーティーワークス社のiDoorsク
ラウドの連携により、管理者はユーザー管理や⼊退室管理、異常発⽣の通知受信、遠隔解錠など、複数拠点の情報を⼀元管理することが可能です。

■顔認証ロックシステムでキーレス、カードレス、パスワードレスを実現
■顔認証技術を活⽤し、セキュリティを強固に

iDoors（アイドアーズ）とは
iDoors とは、設置されたさまざまなリーダーとクラウドシステムが繋がることにより⼊退室が⾏える、
エーティーワークスがサービス提供するクラウド型⼊退室管理システムです。エーティーワークス社が
開発した専⽤OS を搭載したIoT 電気錠制御盤「iDoors エッジ」によりクラウドシステムと簡単に接続
が可能です。
https://www.atworks.co.jp/

√
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56植物における需要とトレンドのAI可視化システム

成長可能性資料202311

植物に関するSNSサイトを運営会社と卸売市場を
運営する会社の情報を活⽤したデータ分析プロジェクト。

品種ごとにSNSの情報と出荷量の関連性を分析し
状況を閲覧できる以下のシステムを導⼊しました。

●SNSサイトの急上昇（バズ）検知
●SNS×出荷量による傾向の可視化

SNSサイトの急上昇（バズ）検知
SNSサイトの情報とボリンジャーバンドを組み合わせた
急上昇検知システムを導⼊した。

SNS×出荷量による傾向の可視化
データ（SNSサイトの情報・出荷量の情報）に対して
TMAを活⽤しSNSの発信量から、出荷量の傾向を可視化した。

SNSサイトの情報
植物のEC/SNS
サイト運営会社

出荷量の情報
植物の卸売市場
運営会社

人気急上昇投稿検知とSNS×出荷量の傾向可視化

SNSサイト運営会社向け

卸売市場運営会社向け

SNS 出荷量

移動平均

1σ

3σ

2σ

-1σ
-2σ

-3σ

概要

SNSへの投稿に対するいいね数に、
ボリンジャーバンドでの評価を実施した。

3σ（統計的には99.7%収まる範囲）を超える特異な
量のいいねを誇る投稿に対して、急上昇投稿として
品種を可視化・検知に成功した。

例）観葉植物の場合

コロナ後⼈気が急上昇したがSNSでは、発信回数が
減少しており、それに合わせて出荷量も減少傾向に
⼊っていることを今回のPJで捉えることに成功し
た。
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57倉庫内の無⼈搬送⾞の経路最適化 PoC

成長可能性資料202311

■⽬的
・単位時間あたりの搬送量の最⼤化
・同じ搬送量下の無⼈搬送⾞台数の最⼩化
・搬送要求から無⼈搬送⾞の荷物引き取り時間の最⼩化

■ PoC検証
・ヒューリスティック・・・渋滞を考慮した再ルーティング
・モンテカルロ⽊探索・・・ノード探索に搬送量を設定
・強化学習(MRAL)・・・無⼈搬送⾞の動作に対して得点をあたえ、

⽬的が達成されるように⾃⼰学習

各AI・探索アルゴリズムでのアプローチ⼿段を検証

Photo by Unsplash on Jake Nebov
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58業務のAI化をゼロからサポートするラボ型開発

これまでのAI開発で培った技術⼒と知⾒を活かして、企業のDXを強⼒に推進します。最新情報サーベイ、AI論⽂サーベイ、案件実績が集約さ
れたエンジニアチームをラボ契約で開発請負します。チームはビジネスに最適なテクノロジーを提案し、検証プランの策定や検証作業をラボ
で⾏います。業務のなにをDXして、どうやってAI化するのかをともに考え、伴⾛しながら開発を進めます。

成長可能性資料202311

トリプルアイズラボ
リーダー

ステークホルダー
DX推進

システム担当者など

貴社

トリプルアイズ
AIラボ

ビジネス推進のチーム
課題に合う
最適なエンジニアリソース

■ラボ契約・ラボ型開発とは
ラボ契約とは、開発業務を外部へ依頼する際の契約形態のひとつで、ラボ型開発とも呼ばれています。
⼀定期間中に専属チームを確保し、発注者側の指⽰で開発を⾏う契約のことです。
契約の発注段階でプロジェクトの詳細が完全には固まっておらず、要件定義をこれから確定していく場合は、ラボ契約が向いていま
す。また、アジャイル開発と相性が良く、AIなど先端技術を⽤いた、研究開発の要素を含む案件にもメリットがあります。

Appendix
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59株式会社ゼロフィールド連結⼦会社化及び会社に関する概要

株式会社ゼロフィールドの連結⼦会社化に関する概要です。

成長可能性資料202311

対象会社 株式会社ゼロフィールド (https://zerofield.biz/)
法的形式 全株式の取得による100%⼦会社化

事業内容 AI・ビッグデータ関連システム開発・運⽤事業、GPUサーバーの販売・運⽤事業、データセンターの構築・販
売・運⽤事業

事業規模 2023年２⽉期実績 売上1,872百万円、経常利益250百万円、当期純利益176百万円
株式取得⾦額 約12億円

当該株式取得に
あたっての資⾦⼿当て 約12億円全額を⾦融機関から7年⻑期の借⼊を実施

株式譲渡予定⽇ 2023年９⽉１⽇

⽬的と経緯

・対象会社との事業シナジーによる当社グループの収益性向上及び成⻑が期待できる事業領域への進出
・創業者代表取締役CEO村⽥⽒は、ゼロフィールドのさらなる事業発展と成⻑を模索し、上記事業
シナジーを勘案し、今回当社による連結⼦会社化に⾄る

・同⽒は今後退任し、創業者取締役CTO平嶋⽒が新代表取締役就任予定

事業シナジー

・AIZE、AI請負顧客へGPUサーバ提供、 GPUサーバ購⼊客へのAI提供
・⾼性能GPUサーバとAIエンジンの融合
・AI研究開発領域の深化、AIを活⽤したシステム開発
・管理業務リソースの共通化

Appendix
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60株式会社ゼロフィールド連結⼦会社化及び会社に関する概要

成長可能性資料202311

社会のニーズに適合したサービスを展開し続け、
今後はさらなるデータセンターの拡張を推進
国内で初めてマイニングマシンの販売をスタートしてから6年。
現在、国内に5拠点、海外に2拠点のデータセンターを開設。
いずれも現地エンジニアのもとで管理・運⽤しております。

従業員数：31名（2023年7⽉27⽇時点、アルバイト2含む）

GPUマシン開発・販売
ノードやスマートコントラクト等、ブロックチェーン関連のシステム開発を⾏う他、最も採
掘効率の良いアルゴリズムにスイッチングし通貨を選定、採掘する独⾃の⾃動スイッチング
システムを採⽤したGPU⾼性能パソコンの開発・販売を⾏っています。また各種⾼性能パソ
コンの設置からメンテナンス、運⽤に⾄るまでトータル的にサポートをしています。

北陸第⼆データセンター

• 2022年9⽉開設。
• ゼロフィールド初となる、モジュール型データセン
ター。気温に応じて⾃動で空調をコントロールする
システム（エアフロー）を採⽤し、低消費電⼒化を
実現している。

データセンター(DINO)

沿 ⾰ 事業内容
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61株式会社ゼロフィールド業績推移
株式会社ゼロフィールドの直近の業績概要です。
４期平均の経常利益は166百万円、当期純利益135百万円を計上しております。売上⾼のうちマシン販売はフロー収⼊、保守管理収⼊はマシン
販売に伴って発⽣する保守管理業務に関するストック収⼊となります。

成長可能性資料202311

（単位：百万円） 2020年２⽉期
実績

2021年２⽉期
実績

2022年２⽉期
実績

2023年２⽉期
実績

直近4期実績
平均

売上⾼ 339 578 2,358 1,872 1,287

マシン販売等 315 476 1,953 1,272 1,004

保守管理収⼊ 23 101 404 600 282

売上総利益 223 361 1,267 1,135 746

販売費及び⼀般管理費 219 353 905 962 610

営業利益 4 7 361 173 136

経常利益 24 19 370 250 166

当期純利益 20 52 292 176 135

純資産の部合計 42 94 386 563 ー

Appendix
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62ゼロフィールドとの事業シナジー

販売シナジー

⽣産・技術シナジー

投資シナジー

管理シナジー

AIZE、AI請負顧客へGPUサーバ提供、 GPUサーバ購⼊客へのAI提供

⾼性能GPUサーバとAIエンジンの融合

AI研究開発領域の深化、AIを活⽤したシステム開発

管理業務リソースの共通化
約280名の企業グループ規模のエンジニア集団となるため、社内情シス、管理部⾨、採⽤部⾨での業
務共通化、社内ITインフラ共通化を図ることで、コスト改善や効率的な運⽤を⾒込む

当社AIZE部⾨のAI活⽤事業会社へのゼロフィールドのGPUマシンの導⼊に関するアップセル提案や
当社AIZE部⾨営業⾒込み先、既存得意先へのゼロフィールドのデータセンターの導⼊に関するアッ
プセル提案。マーケティング機能の共通化を⽬的に、ウェブ広告共通化、展⽰会共同出展を実施、ゼ
ロフィールドの事業に関する認知向上と拡販を⾒込む

当社では現在AIに関する研究開発をAWSサーバー内で⾏っているが、当該研究開発における演算処
理の⾼速化とコストダウンが可能となると⾒込む

トリプルアイズの⾃社開発AIエンジンと、⼀気通貫で実装可能なAIシステムに関するソフトウェアエ
ンジニアの知⾒と、ゼロフィールドのGPUマシンやデータセンターに関するソフトとハードのエン
ジニアとの間で知⾒が融合しシナジー創出を⾒込む

Appendix
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63AIの能⼒を最⼤化するGPUマシンの開発

⽣成AIの社会実装が進むなか⼤きな注⽬を浴びているのが、コンピュータの計算⼒です。⾼度が演算処理が可能なGPUサーバへのニーズが世
界的にも⾼まっており、AIプログラム開発を開発できるトリプルアイズが、AIの学習、AIシステムの運⽤に⾼いパフォーマンスを発揮する
GPUマシンを開発できるゼロフィールドを傘下に有することは⼤きなアドバンテージとなります。

成長可能性資料202311

コンピューティング領域で活⽤できるマシンの試作機

GPUマシンの演算処理速度25%向上、最⼤課題である消費電⼒を40%削減

Appendix
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64国内外に広がるデータセンター

国内外複数のデータセンターを単独で開設、運⽤まで⾏っております。全てのデータセンターは24時間、⼀括で管理。⾼機能な監視システム
体制を構築しております。最⼤の課題である消費電⼒の削減も取り組んでおり、福井⼤学と共同で排気システムを開発し、冷却かかるコスト
の低減を実現するモジュール型データセンターを開発し、設置を進めております。

成長可能性資料202311

Appendix



Copyright © TRIPLEIZE Co., Ltd. All right Reserved

65⽇本⼀の将棋部！ 「将棋採⽤」による継続的採⽤

成長可能性資料202311

Appendix

2023年、アマチュア将棋の社会⼈団体戦である「第123回職域団体対抗将棋⼤会」において最⾼峰であるS級で連覇を遂げた将棋部は、全国屈
指の強豪として知られています。アマチュア将棋界での知名度を活かして、2019年度より「将棋採⽤」を開始、S級チームに所属する社員と
の対局に勝利することを条件に採⽤するとの取り組みで毎回、⼤きな話題を呼んでいます。

2019年3⽉13⽇スタート

将棋の世界はAIと⼈間の付き合い⽅の先⾏例
桐原 AIを使って研究して将棋が強くなる⼈もいれば、強くならない⼈もいま
す。AIの研究者の⼀⼈として、AIのソフトにどう向き合っているのか教えてく
ださい。
⾕合 AIの⼿は参考にはしますが、⾃分が好きなかたちを崩してまで指そうと
は思わないです。
桐原 プロの棋⼠ともなれば、指し⽅⾃体がその⼈のアイデンティティと⾔え
るんじゃないでしょうか。AIは参考にしても⼤事なのは⾃分のアイデンティテ
ィですよね。
⾕合 うーん。そこは⼈それぞれなんです。今の棋⼠でAIソフトを使って研究
していない⼈はほとんどいないと思いますが、それでも40代、50代の棋⼠は⾃
分のアイデンティティを⼤事にされています。逆に若い世代は強さに貪欲で、
AIと同じ⼿を指しつづけるのが⽬標と⾔い切っている棋⼠もいます。
桐原 ⾃分がAIになるのが理想なわけですね。⾯⽩いですね。AI研究はいかに
して⼈⼯知能（AI）が⼈間に近づくかを⽬標にしていますが、いかにしてAIに
近づくのかということですから、逆転現象ですね。将棋の世界は、AIと⼈間の
付き合い⽅の先⾏例になっている気がします。
⾕合 たしかに、将棋界は⼈間とAIが共存している良い例と⾔えるかもしれま
せん。電王戦というイベントがあって、事実上AIが⼈間の実⼒を超えたわけで
すが、それで将棋界が魅⼒的でなくなったわけではありません。むしろABEMA
のように画⾯上にAIによる評価値が出ることによって、将棋を知らない⼈でも
楽しめるようになりました。⼈間同⼠の将棋の魅⼒は衰えていないし、それで
いてAIのいいところは取り⼊れられているので、うまく共存している世界だな
と思います。
桐原 そう考えると、AIと⼈間がどう共存していくかを考えたときに、かなり
参考になりますね。付き合い⽅としては実証実験のレベルを超えて、実戦して
いるわけですから。

プロ棋⼠でAIエンジニアである⾕合廣紀四段
「IT批評」でのインタビュー

職域団体対抗将棋⼤会2023秋
（Sクラス）成績

優勝 トリプルアイズ(１)

準優勝 NEC(１)

3位 富⼠通(１) リコー(１)
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■ 本資料は、当社の計画、⾒通し及び戦略に関して、適切な理解を促進することを⽬的としたものであり、
当社の株式の購⼊や売却を勧誘するものではありません。投資に際しては、投資家様ご⾃⾝のご判断にお
いて⾏われますようお願いいたします。

■ 本資料に記載された全ての数値、指標等が監査法⼈による監査⼜はレビューの対象ではない点にご留意く
ださい。

本資料のアップデートは今後、本決算の発表時期(11⽉)を⽬途として開⽰を⾏う予定です。
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